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ろっこう 第31号

組
含
長
就
任
あ
い
さ
つ

陽
春
の
候
　
組
合
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
あ
た

り
、
二
月

一
日
の
理
事
会
に
お
い

て
、
組
合
長
に
選
任
さ
れ
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
大
変
な
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
農
業

共
済
の
理
念
を
尊
重
し
、
公
共
的

使
命
の
重
さ
を
認
識
し
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（法
令
等
の
道
守
）を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
下
初
の
広
域
合
併
組
合
と
し

て
発
足
以
来
早
く
も
卜
年
が
過

ぎ
、
各
共
済
事
業
に
お
い
て
も
順

調
に
事
業
の
引
受
拡
大
が
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
中
し

上
げ
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
農
家

の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
の
進

行
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
と
依
然

厳
し
い
状
況
の
中
、
今
年
度
、
食

料
自
給
率
向
上
と
農
村
の
再
生
を

日
的
と
し
た
米
戸
別
所
得
補
償
モ

デ
ル
対
策
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
農
政
の
転
換
期
の

中
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
ｌ
制
度
は
　
国
の

農
業
災
害
対
策
の
基
幹
的
制
度
と

し
て
、
災
害
に
よ
る
損
失
補
て
ん

と
損
害
の
米
然
防
止
、
農
家
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
農
業
経
営
の
安

定
と
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
か
ら
、
信
頼
さ

れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
目
指
し
、
役

職
員

一
九
と
な
り
　
補
償
の
充

実
　
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
誠

心
誠
意
　
組
合
運
営
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
各
位
の
　
今
後
よ
り

一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

中
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
理
事

飯

島

幸

夫

（鉾
田
市
二
重
作
）

④       (:言),  (ti:))  (111))  
・・・・・・・・

i、
「晟;i41ittili

中 村 重 信

(鹿嶋市大船津)

大 等  優

(鹿嶋市青塚)

松 兼 一 巳

(行方市島並)

小 林 治 朗

(鉾田市徳宿)

小 泉 良 嗣

(鉾田市紅葉)

小 沼 友 蔵

(鉾田市鹿Щ)

石 寄 正 行

(鉾田市荒地)
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野 口 ・L一郎

(鹿嶋市谷原)

橋 本 重右衛門

(鹿嶋市
'キ

賀)

飯 岡 茂 治

(鉾出市上幡木)

藤 田 隆 義

(鉾日市安房)

鬼 沢 将 紀

(鉾田市借宿)

辻  慶 寿

(潮来市上戸)

長 島 弘 明

(神栖市柳川)

長谷川 頑 男

(神栖市矢田部)

石 津  茂

(神栖市下幡木)

山 本  守

(FII栖市奥野谷)

浅 野 洋 治

(行方市小貫)

齋 藤 保 雄

(行方市小幡)

久保田  治

(行方市籠Щ)

榊 原 1召 男

(潮来市新宮南)

草 野  衛

(潮来市築地)

石 川 恭 二

(行方市根小屋)

岡 本 保 幸

じ牟田市安塚)

中 田  光

(行方市+造甲)

大曽根 喜 廣

(行方市捻木)
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F        瑯 しおしJのノ
自給率向上のポイントとなる麦 大豆 米粉用米 飼料用米などについて、シンプルで分か

りやすしヽ助成体系の下に生産拡大を促す対策と、水田農業の経営安定を図るために、恒常的に

赤字に陥つている米に対して補てんする対策をセットで行います。

自給率向上のために水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを生産する販売農家・集落営

農の皆さんに、主食用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行います。

①定額部分 15,000円 /́10a

②変動部分
22年産 の販 売価 格 (全国平 均 )が標 準 的な販 売価 格 を
下 回つた場 合 に全 国 ―律 で助 成

変 動 部 分 な し

２２
年
産
の
販
売
価
格

ヽ
∫

―

２２
年
産
の
販
売
価
格

標
準
的
な
生
産
に
要
す
る
費
用

（全
国

一
律
）

標

^準
全 的
国 な
― 販
律 売´

イ面
格

・恒常的なコスト割れ相当分として15000円 /10aを①定額部分として助成。
・仮に22年産の販売価格が標準的な販売価格を下回つた場合 は

②変動部分を追カロで助成※。
・22年産の販売価格が標準的な販売価格を上回つた場合も①定額部分は助成。

定 額 部 分
15,000円/40a

※水 日経 営 所 得 安定 対 策 の収 入減 少 影響 緩 和 対策 (ナラシ)にカロ入 している場 合 は 重複 している
部 分 が控 除 され て助 成され ます 。

〇 主食 用 米 の 作付 面積 か ら,自家飯 米・緑 故 米用 に供 され る分 として

一律 10aを差 し弓1いた面積

生産数量 目標 に即した生産を
イテうこと
調 整 水 田等 の 不 作 付 地 で達 成 す る

場 合 に は 、改 善 計 画 を市 町 村 に

提 出 し 認 定 を受 ける必 要 が あ ります 。

水 稲 共 済 加 入 者 で あ る こ

と、 又 は 当 然 加 入 の 面 積

(25a)に満 た な し」 く稲 共 済

未 加 入 者 は 、21年産 の 出

荷・販 売 の 実 績 が あ ること
加 入 申請 書・作 付 面 積 確 認
依 頼 書 を提 出す ること

※「米のモデル事業」の助成対象となるためには、水稲共済への加入が必要となりま魂
(25a以下の農家を除く)
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平成 22年 4月 1日 から、

NOSAIの建物共済では、

いすることがあります。

【告知事項】

NOSAIが告知を求めたもの (告 知事項)につ

いて事実を正確に告知頂く義務 (告力義務)が

生じます。加入中込書に記載された内容のうち、

★印がllい ている項目が告ケロ事項となります。

この項日が事実と違っている場合、または事実

を.4L載 しなかった場合にはご契約を解除し、共

済金をお支払い|1来 ないことがありますので、

告知筒所に間違いがないかご確認して頂き、加

入申込書の「告知事項内容確認 lllJに 必ずご記

入ください。

保険金詐欺等のモラルリスクを防止し、保険

の健全性をlL持するため、次のことがあつた場

合にはご契約を解除し、共済金をお支払い出来

ないことがあります。

①共済金を支払わせることを日的として損害を

生じさせ、または生じさせようとしたこと

_‐共済金の請求について詐欺を行い、または行

おうとしたこと

ONOSAIの 契約者の信頼を損ない、契約の存続

が困難な重大な事山があった場合

保険契約に係る新 しいルールを定めた r保険法」が施行されました。

この保険法の施行に伴い、主に以下の点について加入者の皆様にお願

ご契約後に、加入中込書に記載された内容の

ぅち、★r,が付いている● 日の変更 訂正があ

った場合と、次に掲げる事実が発牛 した場合に

は、遅滞なく NOSAIに ご通知下さい。ご通知

が無い場合には、ご契約を解除し、共済金をお

支払い出来ないことがあります。

【通知事項等】 0日入申込書の☆印以外の事項)

(1)建物を・tF‐ した場合

0建物を解体、改築 増築、修繕または構・・ 変

更する場合

C建物を30日 以上無人または空家にする場合

['建物が共l‐ 事故以外の原因により破損した場合

●共済 H IIを 他の場所に移転する場合

0共済目的の危険が名しく増加した場合

●ご契約後に共済日的の価額が著しく減少した

場合

ご契約の際には、契約内容を記載した共済証

券を発行しております.共済.1券 にはご契約に

必要な内容が記載されていますので必ず内容の

ご確認をお願い致します。

皆様のご理解とご協力をお願い致します。

51 1
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園
Ｍ
Ｍ
Ⅲ
固
□
日
園
図
一

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行
女
性

の
会
で

は
、
２
月
２‐
日
に
茨
城
県
桜
川
市
、

「
真
壁

の
ひ
な
ま

つ
り
」
へ
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
茨
西
女
性

の
会
と
合
同
視
察

研
修
を
行

い
ま
し
た
。

真
壁

の
町
並
み
で
２
０
０
軒
近

い
方
が
雛
人
形
を
飾

っ
て

い
て
、

古
く
は
江
戸
時
代
の
も

の
か
ら
明

治

大
正

昭
和

平
成
ま
で
様

々

な
雛
人
形
を
見
学
し
ま
し
た
。
視

察

後
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
茨

西
女

性

の

会

の
み
な

さ
ま
と
交

流
会
を
行

い
、
情
報
交
換
な
ど
を
し
て
充
実

し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２２
年
４
月
１
日
付
採
用

四
月
よ
り
当
組
合

の
職
員
に
採
用
さ

れ
、
社
会
人
と
し
て
の
自
党
や
責
任
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

先
輩
方
か
ら

一
つ
で
も
多
く

の
こ
と

を
学
び
、
早
く
仕
事
を
覚
え

て
、
地
域

の
皆
様

の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
宣
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

平

野

　

武

弘

罰

参
事
兼
家
畜
課
こ

３
月
３‐
日
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

キ

ロ ロ ロ ロ ロ 菫 ロ ロ ロ ロ ● コ
=●

口 ● ■ ■ ● ● ロ ロ
"コ

● ロ ロ ロ ■ ● ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ
"●

ロ ロ ロ ● 口 ● 口 腱 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ● ロ ロ ロ コ ● ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

三 倉 大 知 oカ

神栖 F土合

貴重な江戸時代の雛人形

挨拶する橋本せつい会長

びなまつりについて説明を受けるみなさん

中鬱蛾講:1瞬 紹3」針⑩機ゆ

春の訪れを告げる祭典
3月 9日 に鹿島神宮において祭頭祭が行われました。年間

80回を数える鹿島神宮の行事の中でも最も規模が大きく五

穀豊穣 天下泰平、人々の健康を願つて色鮮やかな衣装を身

に付けた大勢の囃人が、太鼓の音に合わせ囃唄を歌いながら

樫の棒を組んで参道を練り歩く勇1士な祭典です。
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ヽ

―
．

‐‐

．

．

．

．

．

■

「良
質
な
牛
乳
を

お
届
け
し
ま
す
」

昨
年
、Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
、
酪
農
を
行
っ

石
橋
　
愛
美

さ
ん

行
方
市
若
海

Ｓ
６‐
年
１０
月
１
日
生

・
Ａ
型

富
士
産
業
株
式
会
社
勤
務

★
趣
蹴
は
７

お
菓
子
作
り
や
バ
ン
作
り
　
お
買
物

ネ
イ
ル
チ
ッ
プ
作
り
や
携
帯
電
話
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
事
な
ど

★
理
想
の
男
性

（タ
イ
ブ
）
は
７

お
も
し
ろ
く
て
、
や
さ
し
く
て
、

お
お
ざ
っ
ば
な
人

☆
将
察
の
夢
は

，

幸
せ
な
家
庭
を
作
る
事

★
農
業
に
つ
い
て

一一　
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
職
を
兼
務
す
る
兼
業
農
家
で
す
。

一　
　
ま
ず
、
お
い
し
い
お
米
を
作
る
に
は
い
い
土
地
か
ら
と
い
う
こ

一　
と
で
、
近
年
で
は
土
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
化

一一　
学
肥
料
は
半
分
し
か
使
わ
ず
、
農
薬
も
３
分
の
１
程
度
に
抑
え
て

一一　
い
ま
す
。

‐２
月
中
に
有
機
を
入
れ
て
田
植
え
ま
で
の
間
寝
か
せ
て

一　
豊
か
な
土
を
作
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
今
で
は
ミ
ミ
ズ
も
い
て
、

　̈
そ
れ
を
食
べ
る
モ
グ
ラ
ま
で
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

一　
だ
し
モ
グ
ラ
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
田
ん
ぼ
に
張
っ
た
水
が

”　
も
た
な
い
の
が
今
後
の
改
善
す
べ
き
課
題
で
す
。

　̈
　
こ
れ
か
ら
も
安
心
　
安
全
で
お
い
し
い
お
米
を
お
届
け
す
る

一　
と
と
も
に
、
家
族
健
康
を
願
い
な
が
ら
楽
し
い
農
業
経
営
を
し

， 　
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

鉾田市二重作 根寄 太 さん

て
い
ま
す
。

就
農
し
た
理
由
は
、
自
ら
の
労
働
に
対

し
、
リ
ス
ク
管
理
を
行

っ
て
い
き
た
い
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
大
学
卒
業
後
、
技
術
者
と
し
て

国
内
外
を
問
わ
ず
シ
ス
テ
ム
開
発
を
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
酪
農
経
営
を
支
援

す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
酪
農
業
務
の
傍
ら

に
進
め
て
い
ま
す
。
牛
の
出
生
か
ら
生
涯

乳
量
の
把
握
、
淘
汰
ま
で
の
収
益
を
集
計

し
牧
場
経
営
の

「見
え
る
化
」
を
進
め
、

こ
れ
か
ら
も
消
書
者
の
皆
様
に
良
質
な
牛

乳
を
お
届
け
し
ま
す
。

父
と
母
の
仕
事
を
毎
日
見
て
い

て
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
休
み

な
く
働
い
て
い
て
農
家
は
と
で
も
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
身
体
に
気
を
つ
け
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

.ヽ==_._...■ ■|‐
―

‐‐― ‐・ ‐‐======●=・・ ‐
・

‐|―‐‐‐‐‐― ======‐ =■‐● ‐‐■‐―

‐■●●ヽヽ ■ヽ 1● ヽヽヽヽ |●‐|‐‐ヽヽ●`■‐ヽ
'■

|■ |●●●ヽ■||● ●ヽ|● ●ヽヽ●ヽヽ●ヽ|● |● ヽヽ●●●●ヽ●●ヽ●●,,■ |●●||● ,‐‐●ヽ●
=●
■●●●|ヽ ●‐●●●ヽヽヽ●ヽ●ヽ●ヽ●●|ヽ |ヽ |● ●ヽ●ヽ■

、

　̈　　　　　　　　　　　　　　れ』［
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根

藤
７
・…
…
・‥
・鹿
嶋
市
宮
中

鹿
嶋
市
官
中
に
あ
る
瑞
甕
山
　
根
本
寺
は
、
推

古
天
呈
の
十

一
年

（６
１
３
）
に
聖
徳
太
子
が
建

立
し
た
と
さ
れ
る
勅
願
寺
で
あ
る
。

開
祖
は
高
麗

の
恵
潅
大
僧
正
で
、
江
戸
期
に
は

朱
印
地
百
石
を
賜
り
、
そ
の
後
に

一
時
無
住
職
と

な
り
、
寺
は
神
宮
領
に
編
入
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

延
宝

二
年

（１
６
７
０
）
に
仏
頂
和
尚
が
住
職

と
な
り
、
寺
領
取
り
戻
し
の
訴
訟
を
幕
府
相
手
に

起
こ
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
寺

の
本
堂
は
荘
厳
な
造
り
だ

っ
た
と
さ
れ

る
が
、
幕
末

の
天
狗
党

の
騒
乱
に
よ
り
焼
失
し
、

現
在
の
建
物
は
昭
和
五
十
六
年
の
建
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

松
尾
芭
蕉

の

「鹿
島
紀
行
」
に
よ
る
と
、
貞
享
四
年

（１
６
８
７
）
八
月
、
仏
頂

和
尚
を
師
と
仰
ぐ
芭
蕉
が
、
塔
頭
を
訪
ね

「
月
は
や
し
　
梢
は
雨
を
　
持
ち
な
が
ら
」

の
句
を
残
し
て
い
る
。

本
堂
前
に
は
、
芭
蕉
来
山
後

の
七
十

一
年
後
に
あ
た
る
、
宝
暦
人
年

（１
７
５
８
）

に
建
て
ら
れ
た
県
内
最
古

の
芭
蕉
句
碑
が
あ
る
。

ａ
は

や
Ｌ

描

は
蒟
を
　
持

ち
な
が
ら

N口SAlクィズ3]]-2206
鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

一　
一

鹿
行
農
業
共
済
組
合

企

画

課

行

編
集
後
記

そ
ろ
そ
ろ
円
植
え
の
準
備
の
時
期
で
す

ね
。日

植
機
な
ど
　
こ
の
時
期
に
し
か
使
わ

な
い
た
機
■
も
、
衝
突
　
接
触
事
故
か
ら

盗
難
ま
で
幅
広
く
カ
バ
ー
し

た
農
機
具
共
済
へ
の
加
入
を

お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
情
報
や
ご
意

見

ご
要
望
■
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

表紙でこ紹介した祭頭祭を行う鹿島神宮

では、年数十回の年中行事があるそうです。

さて、およそ何回の年中行事があるでしようか?

0  8回
②  80回
③ 800回

番号でお答え下さい。

◆ 応募方法
よがきで、左記事項を必ず記入の上、鹿行農業共済組合

企画課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたして

おります。正解者の中から抽選で粗品をプレゼントいた

します。
※応募者の個人情「出  i品・T発■■び共済事

'IL這
にのみ使用致します.

◆締切
平成 22年 5月 31日 (当 日消印有効)

◆ メールア ドレス
quiz@∩ osal― rokko orip

松尾首蕉縁の寺 根本寺

県内最古と云われる芭蕉句碑

■問題の答え

O 番

目広報紙やNOSAに
対する

こ意見 こ要望

■住 所 ■電話番号

■氏 名 ■識 業

■年 齢


